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安全ラベル

このQRコードを読み取ることで、
「組立て」「運転操作の仕方」「点検・整備の仕方」
等を動画でご覧いただくことができます。
また、「整備手順」や「取扱いの注意」等最新情報を
随時追加・更新していきます。
ぜひご利用ください。

※お持ちのスマートフォンに QR コードを読み取る機能が搭載さ
れていない場合は、QR コードを読み取るためのアプリをダウン
ロードしてください。
パソコンでご覧になる場合は、
http://www.shop.haige.jp/video/hg-k6560cn.html
※本取扱説明書と動画では、手順が異なる場合があります。
ご了承ください。
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主要諸元
型番

除雪幅

除雪高

最大投雪距離

投雪方向

変速機

エンジン型式

馬力

HG-K6560C

560mm

510mm

15m　※使用環境により異なります。

190°

前6、後2

Loncin LC170FDS 寒冷地仕様

6.5PS

総排気量

駆動タイヤ

エンジンオイル

燃料タンク容量

エンジンオイル容量

重量

サイズ

212 ㎤

始動方法 リコイルスターター／セルスターター

チューブレスタイヤ　13×4.10-6

使用燃料 無鉛レギュラーガソリン

投雪口状態 手動ハンドル（側面）

操作ハンドル 両手（片手自走、片手除雪）

5W-30

3L

0.6L

84.3kg

L1365×W660×H1100mm（ハンドルレバーまでの高さ）

※ハイガー産業は、顧客満足度100％を目指し、日々製品（部品やカラーも含め）の改良を行っています。
　そのため、予告なく仕様を変更する場合があります。
　また、取扱説明書に最新情報が反映されない場合があります。ぜひご理解・ご了承ください。
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各部の取扱い

セルスターター

注意
・セルスターターモータを連続で 5秒以上回転させ
　ないでください。バッテリ上がりの原因になりま
　す。
・エンジンが停止した状態で、長時間「ON」の位
　置で放置しないでください。バッテリ上がりの原
　因になります。

エンジンをかける際は、この位置にします。
セルスターターモータが回り、キーから手
を放すと自動的に「ON」の位置に戻ります。
※キーの抜取りはできません。

ON エンジン運転中の位置です。
※キーの抜取りはできません。

START

エンジンを停止する位置です。
※キーの抜取り、挿込みができます。

OFF

リコイルスターターでもエンジンを始動することがで
きます。

セルスターターでエンジンを始動することができま
す。

リコイルスターター

オーガやシューターに詰まった雪や付着した雪を取除
く時に使用します。

雪かき棒

警告
・回転部に詰まった雪や付着した雪を取除く時は、
　エンジンスイッチを切り、各部が完全に停止して
　から行ってください。

注意
・リコイルスターターロープを最後まで引出さない
　でください。
・一度に 6回以上は引張らないでください。
・引いたリコイルスターターは途中で放さずに、ゆ
　っくり戻してください。
・運転中はリコイルスターターハンドルに手を触れ
　ないでください。

1 セルスターターを「ON」の位置まで回します。
（P.26 参照）

2 リコイルスターターを少し重くなるまでゆっく
り引き、そこから真っすぐ引張ります。エンジ
ンがかかるまで、数回繰り返します。
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セルスターターを「ON」にし、スイッチの－を押す
と点灯します。

ヘッドライト

各部の取扱い

チョークつまみ

注意
・暖機運転後は、チョークマーク　　に戻してくだ
　さい。　　　

エンジンが冷えている時は、チョークマーク　　に合
わせます。

運転中に操作するとエンジンの回転数が変わります。

アクセルレバー

エンジンの回転数が下がります。 

レバーを「かめ」側

エンジンの回転数が上がります。 

レバーを「うさぎ」側

緊急停止キー（セーフティーキー）

緊急時には「緊急停止キー（セーフティーキー）」を抜く
ことでエンジンを停止させることができます。
「緊急停止キー（セーフティーキー）」を操縦者のベルト
などにヒモで繋いでおくと、万が一の転倒など際にキ
ーが抜け、エンジンを停止させます。（P.25 参照）

燃料コック

コックを横にするとエンジンに燃料が供給されます。

燃料ポンプ

燃料ポンプを3～4回軽く抵抗を感じる程度まで押す
ことで、燃料をキャブレターに行きわたらせます。
（初回のみ）
注）押しすぎるとエンジンが始動しません。
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運転前の点検

警告
・エンジンが熱いうちは、給油しないでください。
・燃料が漏れたり、こぼれたままエンジンをかけないでください。
・運転時、給油時、喫煙など火気を発生させないでください。
・ハイオクガソリンは使用しないでください。

・燃料を補給する時は必ずエンジンを停止して、屋外の換気の良い場所で行ってください。
・燃料をこぼさないように注意してください。所定のレベルを超えて補給しないでください。
・燃料がこぼれた場合は、直ちに拭取ってください。
・燃料は、無鉛レギュラーガソリンを使用してください。
・燃料キャップは確実に締めてください。
・長期保管する場合は、燃料タンクの燃料を抜取り、火気のない所に保管してください。
・給油中、燃料タンク内に雪や水が入らないように注意してください。

禁止

指示

エンジンオイル量・汚れを点検します。
オイル交換については、「点検・整備の仕方P.31」を
参照ください。

エンジンオイルの点検・補充

推奨オイル
オイル容量

SAE 5W-30 
 0.6L

4 補充後、給油キャップを確実に閉めてください。

3 オイル量が少ない時は、新しいエンジンオイル
を補充します。

適正量はゲージの中央です。

オイルが、オイルゲージのオイル量範囲（中央）ま
であるか点検します。

2

オイル量は、上部オイル給油キャップに付いてい
るオイルゲージでも確認できます。

3

本体を水平な場所に移動させ、オイル給油キャッ
プを外します。

1

上限 下限
中央

ギヤケースにはグリスが入っています。20 時間毎に
グリスを入れてください。（P.35 参照）
※グリスは市販のリチウムグリスをお使いください。

ギヤケースの点検
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運転操作の仕方

エンジンを停止させ、オーガの回転が完全に停止
したことを確認します。

1

エンジン回転が回復するまで、走行クラッチレバ
ーを放します。

1

オーガハウジング内の雪がなくなり、エンジン
回転が回復したら、走行クラッチレバーを握り
前進します。

2

オーガハウジングにかかる雪幅を狭くすると、
除雪しやすくなります。

ワンポイント

シュータに雪が詰まった場合 深い雪・重い雪の除雪時に、
エンジンの回転数が落ちた場合

警告
・変速レバーの操作は、走行クラッチレバー、除雪
　クラッチレバーを放してから行ってください。
・走行クラッチレバー、除雪クラッチレバーを握っ
　たまま、変速レバーを操作すると、変速輪クッシ
　ョンの破損の原因になります。         

警告
・シュータに詰まった雪を除去する時は、エンジン
　を停止し、オーガの回転が止まってから、雪かき
　棒で雪を取除いてください。
・エンジンが回っている時は、シュータに手を絶対
　に入れないでください。怪我をする恐れがありま
　す。

雪

前・後進を繰返すことで、平らに除雪できます。

シュータ内に詰まった雪を雪かき棒で取除きま
す。
※詰まったまま使用すると、ベルトが伸びたり
切れたりする可能性があります。

2

固い雪に除雪部が乗り上げた場合

湿った雪の場合は、シュータに雪が詰まりやすくなり
ます。

積雪量が多く、オーガハウジングよりも雪の高さが高
い場合は、段階的に除雪を行います。
オーガハウジングを少し上げたり、ソリの高さ調整を
します。
また、雪壁の切削量が大きい場合は、シャーピンが折
れることがあるので、進入速度には注意が必要です。

湿った雪を除雪する場合

積雪量が多い場合
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点検・整備の仕方

点火プラグの点検・整備

点火プラグを外し、電極の点検・清掃を行います。

■使用工具
プラグレンチ（付属）、ワイヤブラシ

点火プラグキャップの金属部を持って取外しま
す。
※エンジンが冷えている状態で行ってくださ
い。

■点検・清掃の仕方

1

取外しと反対の手順で取付けます。4

点火プラグをプラグレンチで取外します。2

点火プラグをワイヤブラシで清掃します。3

隙間は
0.7mm～0.8mmが
適切です。

適応
点火プラグ

交換時期

 BPR5ES(NGK )

 250 時間運転毎

W16EPR-U(DENSO )

空気圧  1.6kgf/ ㎠（166Kpa）

点火プラグキャップ

タイヤの点検・整備

タイヤの傷・摩耗を点検します。

■点検手順

目視にて破損や亀裂がないか確認します。
パンク・亀裂が見つかった場合は、修理または
新品と交換してください。

1

タイヤの空気圧を確認します。2
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点検・整備の仕方

グリス・潤滑油の塗布

・回転部分の点検は、絶対にエンジンがかからないことを確認してから行ってください。
　また、軍手などの絡まりやすいものの着用は絶対避けてください。

警告

本機の使用後は回転部分・擢動部を清掃し、グリスを
補給します。可動部分は、潤滑油を塗布します。
※グリスは市販のリチウムグリスをお使いください。

グリス、グリスガンを準備します。1

グリスニップル（頭径 6.5mm）からグリスを充
填します。

2

シュータの擢動部やワイヤ等の可動部等に潤滑
油やグリスを塗布します。

3

ベルト周りの点検

シュータ横の黒い樹脂製ベルトカバーのボルト
2ヵ所を外し、カバーを取外します。

1

オーガベルト、走行ベルトに摩耗や亀裂がないか
確認します。

2

オーガベルト 走行ベルト



















HA GE
より良い品質　　より良いサービス

2018.9①

◎営業時間：9：30～17：00（第1・3・5土曜日は12：00まで）　◎定休日：日曜、祝日、第2・4土曜日

※平日12:00～13:00はお電話は繋がりません。
※スタッフ一同、迅速・丁寧な対応を心がけておりますが、季節商品等お問い合わせが集中する時期は、電話が繋がりにくくなったり、折り返対応や折り返しのご連絡が遅く
　なる場合がございます。誠に恐れ入りますが、順次対応いたしますのでお待ちいただけますようお願い申し上げます。
　お急ぎのご用件でなければ、ホームページお問い合わせフォームよりご連絡をいただけますと幸いです。
　FAXは24時間受付けておりますが、営業時間外や弊社休業日にいただいたお問い合わせに関しましては、翌営業日以降に順次対応させていただきます。ご了承ください。

〒370-0503 群馬県邑楽郡千代田町赤岩3072-3

TEL. 0276-55-2275 FAX. 0276-55-2276
ホームページお問い合わせフォーム:http://www.haigeshop.net/contact

http://www.haigeshop.net/ハイガー 検 索

ハイガー修理 検 索

ハイガー産業お問い合わせ 検 索

ハイガー産業 株式会社

※ハイガー産業は、顧客満足度100％を目指し、日々製品（部品やカラーも含め）の改良を行っています。
　そのため、予告なく仕様を変更する場合があります。
　また、取扱説明書に最新情報が反映されない場合があります。ぜひご理解・ご了承ください。

本取扱説明書を熟読しても、弊社のサイトや動画等を見ても、問題が解決しない場合は、お手数ですが下記までお問い
合わせください。その際、迅速なご対応ができるよう「お問い合わせ件名」を必ずお伝えください。　
件名：「初期不良」「1年保証内故障」「1年保証外故障」「使用方法」「その他」

お問い合わせ

販売・修理店

販売・修理店は随時増えています。
販売・修理店により修理対応機械が異なりますので、最新情報は下記サイトをご覧ください。

オフィシャルサイト▶http://www.haige.jp/agency.html
本店サイト▶http://www.haigeshop.net/new/2015-07-02-113023.html
楽天サイト▶http://www.rakuten.ne.jp/gold/haige/after.html
ヤフーサイト▶https://shopping.geocities.jp/haige/after.html


